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東京都宅建協会 第15回定時社員総会を開催
会長に桑原弘光氏を再選
令和8～9年度新役員、委員会編成決まる

vol.539
July 2026.7

隅田川テラス

隅田川に架かる鋼アーチ橋。関東大震災後の復興事業の一環として整備され、昭和2年に竣工した。震災復興橋梁の
一つとして知られ、現在は東京スカイツリーを望む景観とともに、新旧の東京を象徴する橋となっている。駒形橋 台東区・墨田区

東京の橋、歴史と未来

く舵を切りました。防潮堤を壁としてではなく、人々に

開かれた公共空間として再整備する考え方です。そう

して誕生したのが隅田川テラスです。遊歩道や植栽、

ベンチなどが整備され、水辺を散策しながら四季や景

観を楽しめる空間へと生まれ変わっていきました。

　現在、隅田川周辺では個性豊かな橋や川面、高層

ビル群、下町の風景が一体となり、東京らしい魅力的

な景観をつくり出しています。隅田川テラスには、朝は

ランニングや散歩を楽しむ人の姿があり、昼にはベン

チでくつろぐ会社員や水上バスを楽しむ観光客の姿が

見受けられます。夕暮れ時になると水面に映る橋や高

層ビルの灯りも美しく、昼間とはまた違った風情があり

ます。

　例年、花火大会や水辺フェスティバル、アートイベン

トなども開催され、今では景観と賑わいの両方を楽し

める、東京都を代表する水辺スポットとして人気を集

めています。

取材協力・画像提供：公益財団法人東京都公園協会

休日には家族連れや友人と一緒に。
一人でのんびり過ごすのも贅沢な時間

キッチンカーが出店される日は
美味しい楽しみも

　浅草や両国、月島、築地など、隅田川沿いの各エリ

アに整備されている「隅田川テラス」。都心にありなが

ら開放感あふれる景色を楽しめる場所として、多くの

人たちに親しまれていますが、この水辺空間は単なる

遊歩道ではありません。高潮や洪水から都市を守る防

災インフラとして整備され、今も重要な治水機能を

担っています。

　隅田川の歴史をたどると、「水の都」とも呼ばれた江

戸時代にまでさかのぼります。当時の江戸は、河川や

運河が人や物を運ぶ重要な役割を果たし、蔵や船着

き場が並ぶ隅田川沿いは、商業や物流を支える拠点

として賑わいを見せていました。

　一方で、隅田川はたびたび洪水や高潮被害をもた

らしてきました。特に東京湾に近い流域は海抜が低く、

台風の影響を受けやすいという課題がありました。

　大きな転機となったのが、1959年の伊勢湾台風で

す。東京は大規模な被害こそなかったものの、高潮災

害への危機感が高まり、東京都は本格

的な防潮堤整備を進めました。隅田川

沿いには高い護岸が築かれ、防災機能

は大きく向上。しかし、人々は川辺に近

づきにくくなり、まちと水辺の距離が広

がってしまいました。

　そこで1980年代以降、東京都は「治

水」と「親水」を両立させる方向へ大き

ゆったりとした時間が流れる広い空と水辺の景色

静かで美しい夜景は
穏やかな気持ちにさせてくれる

花壇の花々がきれいに咲いているのは
ボランティアの「花守さん」たちのおかげ

北区、荒川区、足立区、墨田区、台東区、中央区、江東区

都市の中の公共空間を訪ねて
 東京の

ひらかれた風景

最新の情報はコチラから
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公益社団法人 東京都宅地建物取引業協会

会長 桑原  弘光

　5月2 7日に開催された公益社団法人東京都宅地
建物取引業協会第15回定時社員総会におきまして、
皆様のご支持を賜り、会長に再任されました。
　また、本会は昨年、創立60周年という大きな節目を
迎えることができました。私は、２期４年間の成果はも
とより、これまでの本会の歩みを踏まえながら、常に時
代の変化に合わせて新たな課題に挑戦し、本会の
飛躍を目指し、たゆまぬ努力を続けてまいる所存で
すので、会員の皆様の引き続きのご支援、ご協力をよ
ろしくお願いいたします。

会長再任のご挨拶

これまでの歩みを踏まえ、
さらなる飛躍を！

新ブロック体制による
組織財政改革のさらなる前進

　12ブロック制への完全移行から２年が経過し、新
たな運営体制も着実に定着しているところです。
　これも本部・ブロックの関係各位のひとかたならぬ
ご協力のお陰であり、感謝申し上げます。
　今後も、中長期的な視点に立った効率的かつ安
定した組織運営の実現というブロック体制の趣旨を
さらに発揮できるよう、不断の取り組みを進めてまいり
ます。

人材を大切にした組織の効率化、
活性化を図る

　本会が、新しい仕組みやシステムを作っても、それ
を実現するのは一人ひとりの力にほかなりません。将
来の協会運営を担う人材育成も見据え、事業等のあ
り方についても、議論しながら鋭意検討を進めてまい
ります。
　「人材こそ組織成長の源泉」という認識のもと、組
織力の強化を図り、本会をさらなる成長ステージへと
押し上げていく所存です。
　また、本年６月に本部事務所を移転いたしました。
今後は、東京都宅建会館を有効活用しつつ、本部機
能を都心部へ移転することにより、有為な人材の確保
を図るとともに、ペーパーレス化・フリーアドレス化によ
る関連団体との共管事業の効率化や、職員間の連携
強化、安定した財務運営の実現に努めてまいります。

公益法人としての強い自覚を持ち、
使命を果たしていく

　令和７年４月から改正公益認定法が施行されまし
たが、本会においても改正法の趣旨を踏まえ、引き続
き、民間公益活動の一層の活性化と、自律的ガバナ
ンスの充実・透明性の向上に資するため、適正な会
務運営に邁進してまいります。
　併せて、本会運営の中核である公益目的事業に
ついては、公益法人としての強い自覚のもと、これま
で培った歴史と伝統を大切にしながら、時代の動向
を踏まえた公益活動を積極的に展開し、会員の皆様
とともにその使命を共有し、団体としての役割を着実
に果たしてまいります。
　会員の皆様には、引き続き本会へのご理解、ご協
力をよろしくお願い申し上げます。

環境の変化への柔軟な対応を促進

　近年、不動産取引を取り巻く環境は、デジタル技
術の進展や法制度の改正、さらには消費者ニーズの
多様化により大きく変化しており、宅地建物取引業に
おいては、より一層の信頼性と透明性の確保、そして
業務の効率化が求められています。
　こうした状況の中、会員向けサービスの向上や事
務の効率化を目指して構築してきた関連団体を含め
た統合会員管理システムが昨年４月から本格稼働し
ました。本会が蓄積してきた各種データを、事業運営
や会員サービスに効率的に活用できる体制が整い、
着実に成果を上げております。
　今後は、会員の入会や変更等の各種手続きを
We b上で完結できる仕組みづくりを東京から推進
し、全国における先進的かつ模範的な取り組みとし

て発展させてまいります。
　また、会の内外からの信頼確保に向け、研修の実
施などによるコンプライアンス意識の維持・向上も
図ってまいります。

公益社団法人　東京都宅地建物取引業協会
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令和８・９年度新役員紹介
東京都宅建協会、全宅保証協会東京本部、東京都宅建協同組合の新役員が決定しました。

令和８・９年度の２年間にわたり、役員全員が結束して会務運営にあたります。

三ッ石孝司（第六）
●副会長/専務理事
●常任幹事

桑原弘光（第七）
●会長
●本部長

小能大介（第四）
●副会長
　/総務委員会担当
●常任幹事

石井弘美（第十）
●副会長
　/AI活用推進特別委員長
　/財務委員会担当
●常任幹事

小林大介（第一）
●副会長
　/総務委員会担当
●常任幹事

 澤田展志（第七）
●副会長
　/財務委員会担当
●常任幹事

渡邊　勉（第十）
●副会長
●常任幹事

鈴木史高（第五）
●常務理事
●副本部長
　/総財委員会担当

梅津　茂（第二）
●常務理事
●副本部長
　/苦情解決・研修業務委員会担当

藤田克彦（第十一）
●常務理事
●副本部長
　/総財委員会担当

小川賢一（第一/ブロック長）
●常務理事/副専務理事
●常任幹事

小澤明人（第三）
●常務理事/総務委員長
●常任幹事

■（公社）東京都宅地建物取引業協会
■（公社）全国宅地建物取引業保証協会東京本部

【凡例】　氏名（ブロック）
●上段・青字は東京都宅建協会の役職
●下段・緑字は保証協会東京本部の役職
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戸田高廣（第十/ブロック長）
●常務理事/財務委員長
●常任幹事

小野信一（第六/ブロック長）
●常務理事/組織委員長
●常任幹事

井田祐樹（第四/ブロック長）
●常務理事/情報委員長
●常任幹事

増田雅秀（第七/ブロック長）
●常務理事/研修委員長
●常任幹事

山田昭典（第十一/ブロック長）
●常務理事
　/消費者保護推進委員長
●常任幹事

飯村康彦（第五/ブロック長）
●常務理事
　/社会貢献委員長
●常任幹事

谷　雄介（第八/ブロック長）
●常務理事
　/宅建試験対策特別委員長
●常任幹事

長坂博隆（第十二/ブロック長）
●常務理事
●常任幹事/幹事長

姫野祐子（第九/ブロック長）
●常務理事
●常任幹事/副幹事長

武松伸人（第二/ブロック長）
●常務理事
●常任幹事/総財委員長

関口雅之（第一）
●理事
●幹事

瀧口和子（第一）
●理事
●幹事

早水達也（第一）
●理事
●幹事

松井伸彦（第一）
●理事
●幹事

松本行司（第一）
●理事
●幹事 

大竹哲夫（第二）
●理事
●幹事

宍戸　功（第二）
●理事
●幹事

進藤久明（第二）
●理事
●幹事

北口　和（第三）
●理事
●幹事

依田一郎（第三）
●理事
●幹事 

高尾隆一郎（第五）
●理事
●幹事

山本　修（第五）
●理事
●幹事

大倉光晴（第六）
●理事
●幹事

岡崎俊明（第六）
●理事
●幹事

久保幸雄（第六）
●理事
●幹事 

桑原賢児（第六）
●理事
●幹事

坂本章彦（第六）
●理事
●幹事

大塚文彦（第七）
●理事
●幹事

椎名克典（第七）
●理事
●幹事

望田正吾（第七）
●理事
●幹事 

金城勝哲（第八）
●理事
●幹事

澤　和美（第八）
●理事
●幹事

栖原興一（第八）
●理事
●幹事

有川高利（第九）
●理事
●幹事

豊田昌之（第九）
●理事
●幹事 

吉倉恵一（第九）
●理事
●幹事

井上統介（第十）
●理事
●幹事

田中一光（第十）
●理事
●幹事

深町美佳子（第十）
●理事
●幹事

山根一浩（第十）
●理事
●幹事 

井上慶太（第四）
●理事
●幹事

遠藤純也（第四）
●理事
●幹事

山﨑耕司（第四）
●理事
●幹事

上島和広（第五）
●理事
●幹事

杉山元資（第五）
●理事
●幹事

令和8・9年度新役員紹介

幸田隆一（第三/ブロック長）
●常務理事
●常任幹事
　/苦情解決・研修業務委員長

岡田英樹（第三）
●常務理事
●常任幹事

淺原賢一（第四）
●常務理事
●常任幹事

小川晴子（第一）
●理事
●幹事

菅沼千香子（第一）
●理事
●幹事 
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戸田高廣（第十/ブロック長）
●常務理事/財務委員長
●常任幹事

小野信一（第六/ブロック長）
●常務理事/組織委員長
●常任幹事

井田祐樹（第四/ブロック長）
●常務理事/情報委員長
●常任幹事

増田雅秀（第七/ブロック長）
●常務理事/研修委員長
●常任幹事

山田昭典（第十一/ブロック長）
●常務理事
　/消費者保護推進委員長
●常任幹事

飯村康彦（第五/ブロック長）
●常務理事
　/社会貢献委員長
●常任幹事

谷　雄介（第八/ブロック長）
●常務理事
　/宅建試験対策特別委員長
●常任幹事

長坂博隆（第十二/ブロック長）
●常務理事
●常任幹事/幹事長

姫野祐子（第九/ブロック長）
●常務理事
●常任幹事/副幹事長

武松伸人（第二/ブロック長）
●常務理事
●常任幹事/総財委員長

関口雅之（第一）
●理事
●幹事

瀧口和子（第一）
●理事
●幹事

早水達也（第一）
●理事
●幹事

松井伸彦（第一）
●理事
●幹事

松本行司（第一）
●理事
●幹事 

大竹哲夫（第二）
●理事
●幹事

宍戸　功（第二）
●理事
●幹事

進藤久明（第二）
●理事
●幹事

北口　和（第三）
●理事
●幹事

依田一郎（第三）
●理事
●幹事 

高尾隆一郎（第五）
●理事
●幹事

山本　修（第五）
●理事
●幹事

大倉光晴（第六）
●理事
●幹事

岡崎俊明（第六）
●理事
●幹事

久保幸雄（第六）
●理事
●幹事 

桑原賢児（第六）
●理事
●幹事

坂本章彦（第六）
●理事
●幹事

大塚文彦（第七）
●理事
●幹事

椎名克典（第七）
●理事
●幹事

望田正吾（第七）
●理事
●幹事 

金城勝哲（第八）
●理事
●幹事

澤　和美（第八）
●理事
●幹事

栖原興一（第八）
●理事
●幹事

有川高利（第九）
●理事
●幹事

豊田昌之（第九）
●理事
●幹事 

吉倉恵一（第九）
●理事
●幹事

井上統介（第十）
●理事
●幹事

田中一光（第十）
●理事
●幹事

深町美佳子（第十）
●理事
●幹事

山根一浩（第十）
●理事
●幹事 

井上慶太（第四）
●理事
●幹事

遠藤純也（第四）
●理事
●幹事

山﨑耕司（第四）
●理事
●幹事

上島和広（第五）
●理事
●幹事

杉山元資（第五）
●理事
●幹事

令和8・9年度新役員紹介

幸田隆一（第三/ブロック長）
●常務理事
●常任幹事
　/苦情解決・研修業務委員長

岡田英樹（第三）
●常務理事
●常任幹事

淺原賢一（第四）
●常務理事
●常任幹事

小川晴子（第一）
●理事
●幹事

菅沼千香子（第一）
●理事
●幹事 
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桑原弘光（第七）
●理事長

小川賢一（第一）
●副理事長

戸田高廣（第十）
●副理事長

長坂博隆（第十二）
●専務理事

飯村康彦（第五）
●副理事長

深町美佳子（第十）
●常務理事

小池武次（第四）
●常務理事/総務委員長

佐野哲平（第十）
●常務理事/広報委員長

森山政巳（第二）
●理事

中村哲也（第四）
●常務理事
　/金融事業委員長

鈴木重之（第一）
●理事

依田一郎（第三）
●常務理事
　/企画・販売事業委員長

渡邊真人（第三）
●理事

小野信一（第六）
●理事

上島和広（第五）
●常務理事
　/情報事業委員長

内田浩彰（第五）
●理事

大塚公雄（第八）
●理事

宍戸　功（第二）
●理事

坂本章彦（第六）
●理事

有川高利（第九）
●常務理事
　/教育事業委員長

柏木恒二（第二）
●理事

淺見泰仁（第十一）
●理事
●幹事

荒井一如（第十一）
●理事
●幹事

溝井裕之（第十一）
●理事
●幹事

梅田俊幸（第十二）
●理事
●幹事

露木禎尚（第十二）
●理事
●幹事

松永磨章（第十二）
●理事
●幹事

田尻直人（員外）
●理事
●幹事

新井浩二（第四）
●監事
● 一

讓原正幸（第五）
●監事
● 一

大貫雅之（第十二）
●監事
● 一

山野井孝（員外）
●監事
● 一

向井史朗（第三）
● 一
●監査

新居常男（第八）
● 一
●監査

金沢景一（第九）
● 一
●監査

■東京都宅建協同組合　
【凡例】　氏名（支所）
●役職

北岡真紀子（第八）
●理事

寺本和孝（第九）
●理事

淺見泰仁（第十一）
●理事

岡田俊介（第十一）
●理事

横山瀬如（第十二）
●理事

岸　栄一（第三）
●監事

川田光代（第七）
●監事

小栁洋次（第十一）
●監事

山野井孝（員外）
●監事

大人慶太（第七）
●理事

椎名克典（第七）
●常務理事/財務委員長

令和8・9年度新役員紹介
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桑原弘光（第七）
●理事長

小川賢一（第一）
●副理事長

戸田高廣（第十）
●副理事長

長坂博隆（第十二）
●専務理事

飯村康彦（第五）
●副理事長

深町美佳子（第十）
●常務理事

小池武次（第四）
●常務理事/総務委員長

佐野哲平（第十）
●常務理事/広報委員長

森山政巳（第二）
●理事

中村哲也（第四）
●常務理事
　/金融事業委員長

鈴木重之（第一）
●理事

依田一郎（第三）
●常務理事
　/企画・販売事業委員長

渡邊真人（第三）
●理事

小野信一（第六）
●理事

上島和広（第五）
●常務理事
　/情報事業委員長

内田浩彰（第五）
●理事

大塚公雄（第八）
●理事

宍戸　功（第二）
●理事

坂本章彦（第六）
●理事

有川高利（第九）
●常務理事
　/教育事業委員長

柏木恒二（第二）
●理事

淺見泰仁（第十一）
●理事
●幹事

荒井一如（第十一）
●理事
●幹事

溝井裕之（第十一）
●理事
●幹事

梅田俊幸（第十二）
●理事
●幹事

露木禎尚（第十二）
●理事
●幹事

松永磨章（第十二）
●理事
●幹事

田尻直人（員外）
●理事
●幹事

新井浩二（第四）
●監事
● 一

讓原正幸（第五）
●監事
● 一

大貫雅之（第十二）
●監事
● 一

山野井孝（員外）
●監事
● 一

向井史朗（第三）
● 一
●監査

新居常男（第八）
● 一
●監査

金沢景一（第九）
● 一
●監査

■東京都宅建協同組合　
【凡例】　氏名（支所）
●役職

北岡真紀子（第八）
●理事

寺本和孝（第九）
●理事

淺見泰仁（第十一）
●理事

岡田俊介（第十一）
●理事

横山瀬如（第十二）
●理事

岸　栄一（第三）
●監事

川田光代（第七）
●監事

小栁洋次（第十一）
●監事

山野井孝（員外）
●監事

大人慶太（第七）
●理事

椎名克典（第七）
●常務理事/財務委員長

令和8・9年度新役員紹介
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令和8・9年度　委員会編成（令和８年６月30日現在）

■総務委員会　委員長／小澤明人（第三）　副委員長／望田正吾（第七）
委員／早水達也（第一）　大塚光二郎（第二）　高橋克典（第三）　深山大介（第四）　米永孝行（第五）　坂本章彦（第六）
岡秀洋（第七）　栖原興一（第八）　篠太郎（第九）　田丸賢一（第十）　渋谷修一（第十一）　澤田亮（第十二）

■社会貢献委員会　委員長／飯村康彦（第五）　副委員長／松井伸彦（第一）
委員／大森英央（第一）　長尾利秋（第二）　町田久（第三）　原晴紀（第四）　杉山元資（第五）　山ノ井茂雄（第六）　
湯江智千（第七）　千脇広久（第八）　武藤浩一（第九）　長嶋均（第十）　築山忠泰（第十一）　佐孝佳保（第十二）

■財務委員会　委員長／戸田高廣（第十）　副委員長／山﨑耕司（第四）
委員／小林正憲（第一）　上野正人（第二）　昼間隆之（第三）　奈良部年緒（第四）　三野太郎（第五）　谷昭祐（第六）　
大塚文彦（第七）　北岡真紀子（第八）　岡部朱美（第九）　大泉泰政（第十）　田和洋太（第十一）　青木巧典（第十二）

■情報委員会　委員長／井田祐樹（第四）　副委員長／高尾隆一郎（第五）
委員／瀧川恵生（第一）　滝沢正博（第二）　渡邊真人（第三）　原田慎（第四）　石井貴之（第五）　下河良太（第六）　
河合健二（第七）　天達稔（第八）　内田直克（第九）　松原正賢（第十）　鈴木隆之（第十一）　金澤亨（第十二）

■研修委員会　委員長／増田雅秀（第七）　副委員長／北口和（第三）
委員／小川晴子（第一）　佐藤久幸（第二）　望月誠（第三）　櫻井正美（第四）　内田浩彰（第五）　遠藤真里子（第六）　
二村孝光（第七）　富澤龍雄（第八）　鳥海寿徳（第九）　瀬下禎生（第十）　芦川剛（第十一）　小林洋文（第十二）

■組織委員会　委員長／小野信一（第六）　副委員長／山本修（第五）
委員／松本行司（第一）　松井伸彦（第一）　松澤潤（第二）　杉浦亘彦（第二）　早乙女俊一（第三）　海老澤栄一（第三）
柳国承（第四）　上野拓哉（第四）　佐藤賢太郎（第五）　星野幸治（第五）　岡崎俊明（第六）　島田竜一（第六）
黒柳博之（第七）　石黒重臣（第七）　金城勝哲（第八）　大塚公雄（第八）　宮嶋正邦（第九）　田中秀幸（第九）　
佐藤好春（第十）　須藤愼太郎（第十）　佐藤伸（第十一）　高橋陽介（第十一）　三浦哲（第十二）　髙橋龍治（第十二）

【常任委員会】

■総財委員会　委員長／武松伸人（第二）　副委員長／大倉光晴（第六）　山根一浩（第十）
委員／小川晴子（第一）　宍戸功（第二）　井上慶太（第四）　岡崎俊明（第六）　豊田昌之（第九）　梅田俊幸（第十二）

■（公社)全宅連　派遣理事
桑原弘光（第七）　三ッ石孝司（第六）　小能大介（第四）　石井弘美（第十）　小林大介（第一）　澤田展志（第七）　
渡邊勉（第十）　小川賢一（第一）　小澤明人（第三）　戸田高廣（第十）　長坂博隆（第十二）　増田雅秀（第七）　
小野信一（第六）

■全宅連関東地区連絡会
会員／桑原弘光（第七）

■（一社）全国賃貸不動産管理業協会
理事（支部長）／淺原賢一（第四）

■（一財）ハトマーク支援機構
評議員／桑原弘光（第七）　理事／長坂博隆（第十二）

■（公財）東京都防災・建築まちづくりセンター
評議員／桑原弘光（第七）

■東京都不動産コンサルティング協議会
会長／桑原弘光（第七）　副会長／藤田克彦（第十一）
理事／鈴木史高（第五）　梅津茂（第二）

■（公社)全宅保証　派遣理事
桑原弘光（第七）　三ッ石孝司（第六）　小能大介（第四）　石井弘美（第十）　小林大介（第一）　澤田展志（第七）　
渡邊勉（第十）　小川賢一（第一）　小澤明人（第三）　戸田高廣（第十）　長坂博隆（第十二）　増田雅秀（第七）　
小野信一（第六）

■（公社）首都圏不動産公正取引協議会
理事／副会長／岡田英樹（第三）　澤田展志（第七）　理事／広報委員・調査指導副委員長／鈴木史高（第五）　
審理副委員長／幸田隆一（第三）　調査指導委員／梅津茂（第二）　井上慶太（第四）

■（公財）東日本不動産流通機構
理事長／桑原弘光（第七）　理事／三ッ石孝司（第六）　理事／基本課題検討委員／石井弘美（第十）　
総務財政委員長・基本課題検討副委員長／小能大介（第四）　倫理紛争副委員長／小林大介（第一）　
企画システム委員／小川賢一（第一）

■全宅連東日本地区指定流通機構協議会
代表幹事／桑原弘光（第七）　幹事長／三ッ石孝司（第六）　副幹事長／小能大介（第四）　評議員／小林大介（第一）

■AI活用推進特別委員会　委員長／石井弘美（第十）　副委員長／小林大介（第一）　澤田展志（第七）
委員／別途ご報告

■宅建試験対策特別委員会　委員長／谷雄介（第八）　副委員長／早水達也（第一）
委員／三ッ石孝司（第六）　小川賢一（第一）　小澤明人（第三）　戸田高廣（第十）　武松伸人（第二）　幸田隆一（第三）
井田祐樹（第四）　飯村康彦（第五）　小野信一（第六）　増田雅秀（第七）　姫野祐子（第九）　山田昭典（第十一）　
長坂博隆（第十二）

【特別委員会】

公益社団法人　東京都宅地建物取引業協会 公益社団法人　全国宅地建物取引業保証協会東京本部

■苦情解決・研修業務委員会　

委員／姫野祐子（第九）　早水達也（第一）　松井伸彦（第一）　大竹哲夫（第二）　進藤久明（第二）　北口和（第三）　
依田一郎（第三）　遠藤純也（第四）　山﨑耕司（第四）　久保幸雄（第六）　桑原賢児（第六）　坂本章彦（第六）　
大塚文彦（第七）　金城勝哲（第八）　栖原興一（第八）　吉倉恵一（第九）　田中一光（第十）　溝井裕之（第十一）

委員長／幸田隆一（第三）　副委員長／淺原賢一（第四）　松本行司（第一）　
上島和広（第五）　杉山元資（第五）　澤和美（第八）　淺見泰仁（第十一）

他団体派遣役員等

■消費者保護推進委員会　委員長／山田昭典（第十一）　副委員長／松永磨章（第十二）
委員／鈴木重之（第一）　門戸暢（第二）　横内浩（第三）　森下智樹（第四）　四宮秀一（第五）　千歩優美子（第六）　
荒井雄一郎（第七）　伊藤文武（第八）　関光浩（第九）　酒井一男（第十）　小山雅由（第十一）　古屋圭一（第十二）

相談担当／宇治川俊（第一）　原田正（第一）　大野昭二（第二）　及川達也（第二）　齋藤浩康（第三）　長谷川守信（第三）
鶴賀谷弘顕（第四）　井ノ部明久（第四）　清水大介（第五）　浅野実（第五）　藍元秀（第六）　佐野賢一（第六）　
山本昌生（第七）　桐山早苗（第七）　米田紀代志（第八）　小板橋洋之（第八）　飯野正則（第九）　松岡敏（第九）　
石川和寿（第十）　寺島隆治（第十）　久保田敏男（第十一）　芦川大輔（第十一）　市川豊（第十二）　佐孝佳保（第十二）
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令和8・9年度　委員会編成（令和８年６月30日現在）

■総務委員会　委員長／小澤明人（第三）　副委員長／望田正吾（第七）
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■組織委員会　委員長／小野信一（第六）　副委員長／山本修（第五）
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柳国承（第四）　上野拓哉（第四）　佐藤賢太郎（第五）　星野幸治（第五）　岡崎俊明（第六）　島田竜一（第六）
黒柳博之（第七）　石黒重臣（第七）　金城勝哲（第八）　大塚公雄（第八）　宮嶋正邦（第九）　田中秀幸（第九）　
佐藤好春（第十）　須藤愼太郎（第十）　佐藤伸（第十一）　高橋陽介（第十一）　三浦哲（第十二）　髙橋龍治（第十二）

【常任委員会】

■総財委員会　委員長／武松伸人（第二）　副委員長／大倉光晴（第六）　山根一浩（第十）
委員／小川晴子（第一）　宍戸功（第二）　井上慶太（第四）　岡崎俊明（第六）　豊田昌之（第九）　梅田俊幸（第十二）

■（公社)全宅連　派遣理事
桑原弘光（第七）　三ッ石孝司（第六）　小能大介（第四）　石井弘美（第十）　小林大介（第一）　澤田展志（第七）　
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会員／桑原弘光（第七）
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■（公社)全宅保証　派遣理事
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■AI活用推進特別委員会　委員長／石井弘美（第十）　副委員長／小林大介（第一）　澤田展志（第七）
委員／別途ご報告

■宅建試験対策特別委員会　委員長／谷雄介（第八）　副委員長／早水達也（第一）
委員／三ッ石孝司（第六）　小川賢一（第一）　小澤明人（第三）　戸田高廣（第十）　武松伸人（第二）　幸田隆一（第三）
井田祐樹（第四）　飯村康彦（第五）　小野信一（第六）　増田雅秀（第七）　姫野祐子（第九）　山田昭典（第十一）　
長坂博隆（第十二）

【特別委員会】

公益社団法人　東京都宅地建物取引業協会 公益社団法人　全国宅地建物取引業保証協会東京本部

■苦情解決・研修業務委員会　

委員／姫野祐子（第九）　早水達也（第一）　松井伸彦（第一）　大竹哲夫（第二）　進藤久明（第二）　北口和（第三）　
依田一郎（第三）　遠藤純也（第四）　山﨑耕司（第四）　久保幸雄（第六）　桑原賢児（第六）　坂本章彦（第六）　
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上島和広（第五）　杉山元資（第五）　澤和美（第八）　淺見泰仁（第十一）

他団体派遣役員等

■消費者保護推進委員会　委員長／山田昭典（第十一）　副委員長／松永磨章（第十二）
委員／鈴木重之（第一）　門戸暢（第二）　横内浩（第三）　森下智樹（第四）　四宮秀一（第五）　千歩優美子（第六）　
荒井雄一郎（第七）　伊藤文武（第八）　関光浩（第九）　酒井一男（第十）　小山雅由（第十一）　古屋圭一（第十二）

相談担当／宇治川俊（第一）　原田正（第一）　大野昭二（第二）　及川達也（第二）　齋藤浩康（第三）　長谷川守信（第三）
鶴賀谷弘顕（第四）　井ノ部明久（第四）　清水大介（第五）　浅野実（第五）　藍元秀（第六）　佐野賢一（第六）　
山本昌生（第七）　桐山早苗（第七）　米田紀代志（第八）　小板橋洋之（第八）　飯野正則（第九）　松岡敏（第九）　
石川和寿（第十）　寺島隆治（第十）　久保田敏男（第十一）　芦川大輔（第十一）　市川豊（第十二）　佐孝佳保（第十二）
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第15回定時社員総会を開催
桑原弘光会長を再選1

事務所移転のお知らせ2

再選された桑原弘光会長

令和８・９年度の会長（左から４人目）と副会長（後列６名）

東京都宅建協会　第15回定時社員総会

　東京都宅建協会は5月27日、京王プラ
ザホテルにおいて第15回定時社員総会
を開催しました。
　総会では令和7年度事業報告ならびに
決算関連議案、役員選任議案について
審議が行われ、すべて承認されました。役
員選任議案では、桑原弘光会長が再選
されました。
　総会冒頭、桑原会長は令和4年の会長
就任から2期4年が経過し、創立60周年と
いう大きな節目を迎えたことに触れ、「今日
を迎えることができたのは、社員の皆さま
をはじめ、本部・ブロック・事務局職員が一
丸となって取り組んできた成果であり、深く
感謝申し上げます」と述べました。
　また、関連団体を含めた統合会員管理
システムの本格稼働により、会員サービス
や事業運営に活用できる体制が整ったこ
とを報告しました。今後については、各種
手続きのWEB化をさらに推進するととも
に、A Iをはじめとする先端技術への対
応、人材育成の強化などに取り組む考え
を示しました。さらに、本年6月の本部事務
所の移転についても触れ、業務効率化や
関連団体との連携強化につなげていきたいと述べました。
　また同日、全宅保証協会東京本部「通常本部総会」および東京都宅建協同組合「通常総代会」も
開催され、それぞれの議案について審議・承認されました。

　来賓としてご臨席いただいた小池百合子東京都知事は、不動産価格や建築資材価格の高騰など
不動産を取り巻く環境の変化に言及されるとともに、都民が安心して暮らせる居住環境の確保と都市
の活力維持の重要性について述べられました。また、空き家対策について「空き家を地域の資産として
有効活用し、既存住宅流通の促進につなげていきたい」と述べられ、協会とのさらなる連携に期待を示
されました。
　続いて、国土交通省不動産・建設経済局不動産業課の倉石誠司課長からご祝辞をいただきました。
倉石課長は、既存住宅流通や空き家活用の重要性に触れるとともに、協会による流通促進やDX推進
などの取り組みに謝意を表されました。また、不動産DXやAI活用の推進に向け、国としても制度整備
や支援策の充実に取り組んでいく考えを示されました。

　

小池百合子東京都知事による祝辞

坂本久全宅連会長による祝辞

倉石誠司国交省不動産業課長による祝辞

友好団体や他県宅建協会役員による乾杯

　東京都宅地建物取引業協会、全国宅地建物取引業保証協会東京本部
ならびに東京都宅建協同組合は、令和8年6月29日より以下住所へ事務所を
移転しました。

※保証協会東京本部移転に伴い重要事項説明書「供託所等に関する説
明」記載の「所属地方本部の名称及び所在地」が変更となります。
※「宅建士法定講習センター」につきましては、移転の対象外となり、宅建士
法定講習会の申込および宅建士証交付に
関する窓口業務は、従来どおり「東京都千
代田区富士見2-2 -4  東京都宅建会館1F」
で行います。　総会終了後には、懇親会を開催しました。

　冒頭、桑原会長が挨拶に立ち、各団体の総会が滞りなく終了したことを報告するとともに、日頃から
協会活動にご支援・ご協力をいただいている会員や関係者の皆さまへ感謝の意を表しました。

 東京都千代田区有楽町1丁目9-1 日比谷サンケイビル9階
 〒100-0006新

住
所
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 〒100-0006新

住
所
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「宅建経営塾」令和８年度講座開講4

金子恭之国土交通大臣を表敬訪問3
　令和8年4月8日、東京都宅建協会は国土交通省を訪問し、金子恭之国土交通大臣を表敬訪
問しました。協会からは桑原弘光会長、三ッ石孝司副会長兼専務理事、小能大介副会長、小澤
明人総務委員長、石井弘美財務委員長、東京都宅建政治連盟の野口文男会長が出席しまし
た。懇談では、昨今のイラン情勢をはじめ、東京都内における不動産価格の上昇と地域間格差、
空き家対策、民泊の現状、宅地建物取引士証のデジタル化、協会の入会状況、さらには熊本地
震から10年を迎える中での災害対策など、多岐にわたるテーマについて意見交換を行いまし
た。業界を取り巻く課題や今後の施策について活発な議論が交わされ、相互理解を深める機会
となりました。

　恒例のハトマークフェアプレーカップが6月13日、14日の
2日間、清瀬内山運動公園サッカー場で開催されました。
今年もWEBサイトが設けられ、大会結果や試合動画を
ご覧いただけます。
　東京都宅建協会が、この大会をサポートするように
なって16年目。本会は、これからも将来を担う子供たちの
健全な育成の後押しをする方針です。
　同大会は、公益財団法人東京都サッカー協会・東京都少年サッカー連盟主催、東京新聞
共催で実施。本会は今年度より後援、東京都宅建協同組合は引き続き協賛という形でサ
ポートしています。

ハトマークフェアプレーカップ
「第45回東京都U-10サッカー大会」開催6

会員点検指導ご協力のお願い7
　本会では、自主規制の徹底、会員の社会的信用の確立並びに会の発展を期するため、
令和８年９月１日から９月30日までを、会員点検指導期間と定め、自らが自らを律するという
立場で会員事業所の立入り調査を実施いたします。
　特に、東京都住宅政策本部より、会員に対する宅地建物の取引業務の適正化に関する
指導の強化を要請されております。
　つきましては、業務ご多端の折、誠に恐縮には存じますが、本趣旨をご理解いただき目的
達成のためご協力の程よろしくお願い申し上げます。

令和８年度第１回WEB研修の
実施について5
　会員の皆様への利便性と知識の研鑽の場を提供することを目
的として実施している「本部主催研修会（宅地建物取引業法第
64条の6に基づく宅地建物取引業に関する研修）」は、8月27日
より「ＷＥＢ動画配信システム」にて配信予定です。
　詳細は会員配送に同封しておりますチラシをご確認ください。
　

　今年度、「宅建経営塾」は７月１日からWeb配信にて開講してお
ります。「宅建経営塾」は、安心・安全な不動産取引を実践するた
めに必要な知識・スキル習得を目指す講座です。
　コースは大きく「Ⅰ基礎コース」「Ⅱプロフェッショナルコース」「Ⅲ
企業経営コース」の３つのコース（１コース５講座・全１５講座）に分
かれてカリキュラムが構成されています。
　Web配信に伴い、コース毎に料金を設定しており、東京都宅建
協会会員の方なら１人１コース５講座を10 , 0 00円で受講いただけ
ます（会員以外の方は12 , 000円）。主催は東京都宅建協会、実施
協力は住宅新報。
　

東京都宅建協会　宅建経営塾 検索
受講を希望される方は

https ://www.tokyo - takken .or . jp/

青空のもと、大きな声で選手宣誓！ フェアプレーの精神で
熱戦を繰り広げました

選手たちの健闘をたたえるトロフィー 

FC85オールスターズ 
Valiente Tokyo FC 
FCトッカーノ 

ヴィトーリア目黒FC 

　フェアプレー賞
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不動産相談所夏期休暇のお知らせ9

令和８年度「無料不動産相談会」を
都内12会場で開催します8
　9月23日の「不動産の日」に合わせて、9月～11月に「無料不
動産相談会」を都内12会場で開催します。 
　各会場では都民のみなさまの不動産相談にあたるとともに、
ハトマークのPRを行います。

　東京都宅建協会・不動産相談所は、下記の日程で夏期休暇となります。
　苦情解決申出受付業務は事務局で順位保全のみ行いますので、ご注意ください。

開催日 担　当
（ブロック）時　間 開催場所 相談種目 献血

９月17日（木） 第七 新宿区役所 第一分庁舎 １階・地下２階 ②・⑤ ―10時～16時

９月17日（木） 第八 渋谷区役所 １階ロビー ①・②・⑤ ―10時～16時

９月19日（土） 第十二 ぽっぽ町田 屋外イベント広場 ①・②・③・⑤ ―10時～15時

９月23日（水） 第十 三軒茶屋ふれあい広場 ①～⑤ 実施10時～16時

第一 千代田区役所 １階 区民ホール ①～⑥ ―９月29日（火） 11時～16時

10月28日（水） 第六 港区役所 １階ロビー ①・②・⑤ ―11時～16時30分

11月14日（土） 第三 すみだ産業会館 第３会議室
献血はJR錦糸町駅 南口広場 ①・②・⑤ 実施10時～16時

11月３日（火） 第五 JR蒲田駅西口ひろば ⑤ 実施10時～15時

第十一 府中フォーリス ①・②・⑤ ―９月24日（木） 10時～16時

９月９日 （水） 第四 文京シビックセンター地下２階 区民ひろば ①～⑤ ― 10時～15時

第九 板橋区役所 １階 ①・②・③・⑤・⑥ ―９月25日（金） 10時～16時

―11月14日（土） 第二 船堀トキビル前広場 ①・②・⑤10時～16時

※相談種目　①法律　②税務　③建築　④鑑定　⑤一般　⑥その他
※都合により時間・内容等が変更となる場合がございます。最新情報はホームページをご確認ください。

令和８年８月10日（月）～14日（金）
夏期休暇
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くみあい通信7 東京都宅建協同組合は、皆様の業務に
役立つサービスを提供しています。 東京都宅建 検索

組合で紹介している主なサービスのご案内
広報委員会

宅建ハトさんBegin
リングアンドリンク(株)
…TEL:04-2946-5171

ホームページ作成サービス

福利厚生倶楽部
株式会社リロクラブ
…TEL:03-3225-1730

福利厚生代行サービス

TAS-MAP
（株）タス
…TEL:03-6222-1023

不動産査定サービス

重要書類ファイル
株式会社ソノ…TEL:0853-62-2427

不動産専用ファイルの販売

登記簿図書館サービス
(株)情報通信ネットワーク…TEL:0120-490-894

登記情報の活用

　この他にも東京都宅建ホームページ
「会員専用ページ」内にてさまざまなサー
ビスを紹介してい
ます。ぜひご確認く
ださい。

東京都宅建協同組合 TEL：03-3262-9381　FAX：03-3262-9385
URL.https://www.tokyo-takken.or.jp

理　事　長　桑原 弘光
広報委員長　佐野 哲平

教育事業委員会

宅建士試験直前講座　開講間近！
本試験まであとわずか！直前講座で合格を掴み取ろう！

住宅新報「宅建士講座」係　TEL：03-6280-3369お問合わせ先

総務委員会

２０２6・２０27年度　新役員体制、委員会編成　決定
東京都宅建協同組合は、新役員体制および委員会編成を決定しました。

直前ポイント講座 重要ポイントの総復習に！

3日間集中「宅建氷見塾」 試験直前の総仕上げ！

直前模擬試験 会場模試で実力チェック！模擬試験後の解説で苦手分野を再チェック！

●受講料：10,000円/回（税込）
●開催日：2026年10月３日（土）・10月７日（水）
※本講座は1日の集中講座です。2日間とも同じ講義内容です。

●受講料：5,000円/回（税込）
●開催日：2026年10月６日（火）・10月８日（木）・10月10日（土）
※開催日毎に異なる問題を使用します。

●受講料：組合員・協会員25,000 円（税込） 一般30,000円（税込）
●開催日：2026年10月13日（火）～10月15日（木）
※3日間通しの講座です。

お申込みは
こちら

皆様の受講を心より
お待ちしております

●新役職者（敬称略）

桑原　弘光 第七

小川　賢一 第一

飯村　康彦 第五

戸田　高廣 第十

長坂　博隆 第十二

副専務理事職務 深町 美佳子 第十

総務委員長 小池　武次 第四

財務委員長 椎名　克典 第七

広報委員長 佐野　哲平 第十

金融事業委員長 中村　哲也 第四

情報事業委員長 上島　和広 第五

教育事業委員長 有川　高利 第九

企画・販売事業委員長 依田　一郎 第三

北岡 真紀子 第八

淺見　泰仁 第十一

岡田　俊介 第十一

森山　政巳 第二

小野　信一 第六

柏木　恒二 第二

坂本　章彦 第六

鈴木　重之 第一

渡邊　真人 第三

大人　慶太 第七

横山　瀬如 第十二

内田　浩彰 第五

寺本　和孝 第九

宍 戸 　 功  第二

大塚　公雄 第八
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くみあい通信7 東京都宅建協同組合は、皆様の業務に
役立つサービスを提供しています。 東京都宅建 検索
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広報委員長　佐野 哲平
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東京都住宅政策本部から vol.65

　空き家が、若者の挑戦を後押しする拠点に生まれ変わる。東京都では、都内の空き家を活用し、起業や創作活
動、学び、交流など、夢やアイデアを持つ若者を支える住宅や施設づくりに取り組む民間事業者等を募集していま
す。活用されていない空き家に新たな役割を与え、まちに若い力と新しい可能性を呼び込む取組を後押しします。

　使われていない空き家が、地域課題の解決や新しい交流の場づくりにつながる拠点へ。東京都では、区市町
村と連携し、空き家を地域資源として活かす創意工夫ある取組を募集しています。住まいの確保、地域コミュニ
ティの再生、居場所づくりなど、空き家の可能性を地域の力へ変えていくチャレンジを後押しします。

01 眠っている空き家を、若者の未来を育てる舞台へ。
「東京都若者応援空き家活用支援事業」募集スタート

02 眠っている空き家に、地域を動かすアイデアを。
「令和８年度東京都空き家ポテンシャル発掘支援事業」募集スタート

募集内容
都内に所在する空き家を改修し、若者のチャレン
ジを応援するための住宅又は施設を創出する取
組に対して、改修工事費等の一部を補助します。

募集内容
募集対象事業：東京都空き家ポテンシャル発掘支援事業
　　　　　　（単年度型・複数年度型・シェアハウス型）
空き家を改修し、地域課題の解決や住宅施策の推進に資する取組に対して、
経費の一部を補助します。

補助対象経費
空き家の改修工事費の一部を補助（改修工事費
の3分の2、上限350万円。耐震改修工事を行う
場合は上限250万円を加算）

対象となる取組の例
●起業を目指す若者向けのシェアハウス・コワーキングスペース
●漫画、アニメ、デザイン等の創作活動に取り組むクリエーター
　向けのシェアハウス
●若者の学びや創作活動、交流を支える活動スペース など

募集期間
令和8年6月11日（木）から同年11月13日（金）まで
※選定件数が3件に達した時点で、期間中であっても受付を終了します。

募集期間
令和8年6月11日（木）から同年11月20日（金）まで ※予定件数（６件）に達し次第、受付を終了します。

お問合せ先 電話：03-5320-7489  　Mail：S1090501@section.metro.tokyo.jp
東京都住宅政策本部 民間住宅部 計画課 空き家施策推進担当

募集要項をご確認の上、所定の書類を提出してください。なお、「1.東京都若者
応援空き家活用支援事業」の応募に当たっては、必ず都の担当者へ事前相談を
行ってください。

応募方法

●若者の起業、創作活動、学び、交流を支える“挑戦の
　拠点”づくりを後押し
●空き家の新しい活かし方を通じて、若者支援と地域の
　魅力向上を同時に実現
●事業実施に当たっては、都への事前相談が必要

本事業の
特徴

●区市町村と連携しながら、地域に根ざした実効性の高い提案を評価
●居場所づくりや交流促進など、地域課題の解決や活力向上につながる取組を支援
●ひとり親世帯等を対象としたシェアハウスとして改修し、活用する民間事業者等の取組を支援
●優れた取組は広く発信し、民間事業者の次のチャレンジへとつなげます

本事業の
特徴

あなたのアイデアで、空き家は若
者の挑戦を支える場所になるかも
しれません。未来につながる一歩
を、東京で形にしてみませんか。
意欲ある事業者の皆様からのご応
募をお待ちしています。

その空き家に、まだ見ぬ可
能性が眠っているかもしれ
ません。地域に新しい価値
とつながりを生み出す一歩
を、この事業から踏み出し
てみませんか。多くの事業
者の皆様からの積極的なご
応募をお待ちしています。

募集要項は、東京都住宅政策本部 ホームページでご確認ください。

補助対象経費事業概要等は、二次元コードより別表をご覧ください。
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隅田川テラス

隅田川に架かる鋼アーチ橋。関東大震災後の復興事業の一環として整備され、昭和2年に竣工した。震災復興橋梁の
一つとして知られ、現在は東京スカイツリーを望む景観とともに、新旧の東京を象徴する橋となっている。駒形橋 台東区・墨田区

東京の橋、歴史と未来

く舵を切りました。防潮堤を壁としてではなく、人々に

開かれた公共空間として再整備する考え方です。そう

して誕生したのが隅田川テラスです。遊歩道や植栽、

ベンチなどが整備され、水辺を散策しながら四季や景

観を楽しめる空間へと生まれ変わっていきました。

　現在、隅田川周辺では個性豊かな橋や川面、高層

ビル群、下町の風景が一体となり、東京らしい魅力的

な景観をつくり出しています。隅田川テラスには、朝は

ランニングや散歩を楽しむ人の姿があり、昼にはベン

チでくつろぐ会社員や水上バスを楽しむ観光客の姿が

見受けられます。夕暮れ時になると水面に映る橋や高

層ビルの灯りも美しく、昼間とはまた違った風情があり

ます。

　例年、花火大会や水辺フェスティバル、アートイベン

トなども開催され、今では景観と賑わいの両方を楽し

める、東京都を代表する水辺スポットとして人気を集

めています。

取材協力・画像提供：公益財団法人東京都公園協会

休日には家族連れや友人と一緒に。
一人でのんびり過ごすのも贅沢な時間

キッチンカーが出店される日は
美味しい楽しみも

　浅草や両国、月島、築地など、隅田川沿いの各エリ

アに整備されている「隅田川テラス」。都心にありなが

ら開放感あふれる景色を楽しめる場所として、多くの

人たちに親しまれていますが、この水辺空間は単なる

遊歩道ではありません。高潮や洪水から都市を守る防

災インフラとして整備され、今も重要な治水機能を

担っています。

　隅田川の歴史をたどると、「水の都」とも呼ばれた江

戸時代にまでさかのぼります。当時の江戸は、河川や

運河が人や物を運ぶ重要な役割を果たし、蔵や船着

き場が並ぶ隅田川沿いは、商業や物流を支える拠点

として賑わいを見せていました。

　一方で、隅田川はたびたび洪水や高潮被害をもた

らしてきました。特に東京湾に近い流域は海抜が低く、

台風の影響を受けやすいという課題がありました。

　大きな転機となったのが、1959年の伊勢湾台風で

す。東京は大規模な被害こそなかったものの、高潮災

害への危機感が高まり、東京都は本格

的な防潮堤整備を進めました。隅田川

沿いには高い護岸が築かれ、防災機能

は大きく向上。しかし、人々は川辺に近

づきにくくなり、まちと水辺の距離が広

がってしまいました。

　そこで1980年代以降、東京都は「治

水」と「親水」を両立させる方向へ大き

ゆったりとした時間が流れる広い空と水辺の景色

静かで美しい夜景は
穏やかな気持ちにさせてくれる

花壇の花々がきれいに咲いているのは
ボランティアの「花守さん」たちのおかげ

北区、荒川区、足立区、墨田区、台東区、中央区、江東区

都市の中の公共空間を訪ねて
 東京の

ひらかれた風景

最新の情報はコチラから

東京都公園協会SNS

Instagram
tokyo_mizube

Ｘ
集まれ！隅田川


